
 1 

 

 

 

 

平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  学校法人嶺南学園敦賀気比高等学校付属中学校                       

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      ☑中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒 914 － 8558   

                                     

  E-mail  y.nunokawa@tsurugakehi.ed.jp                 

  Website                       

  児童生徒数  男子 ４８ 名   女子 ２９ 名  合計  ７７名 

        児童・生徒の年齢 12歳～15歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ☑ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

☑ 環境 

□ 気候変動  

☑ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

☑ 食育 

☑ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

今年度の活動 

 本校は、2012年 10月にユネスコスクールに認定され、それ以降、ユネスコスク

ールとしての活動を行っている。今年度は中池見湿地での環境調査活動、環境保

全活動等を実施するとともに、日本 3 大松原の一つ、気比の松原の清掃奉仕活動

や、保護者、一般市民を対象とした不用品バザーを実施し、中池見湿地の環境保

全活動をしておられる NPO法人へ寄附等を実施した。 

 

活動形態 

 本校では、主に総合学習の時間を活用し、活動に取り組んでいる。中学生全体

を６班に分け、各班には、１年生から 3 年生まで全学年が所属するようにし、活

動が継承できるようにした。 

 

活動内容 

１．中池見湿地にて、年３回の水質調査の実施。 

（2016年５月７日、10月 1日、11 月 26日） 

 

中池見湿地を流れる 3 つの水系について、気温、水温、地温、導電率、ｐＨ、

塩分濃度、地中ｐＨ、透明度、水の色、生息生物の１０項目について調査。国道

の影響などによる環境変化について、継続的に調査を実施している。 

 

２．中池見湿地にて、環境にやさしい無農薬による米栽培（稲作）を実施。 

 

 NPO法人中池見ねっとの方々のご指導の下、手作業による田植え、足で雑草を踏

み除草を行い、稲掛け、千歯扱きや唐箕を用い、脱穀をし、精米機による精米を

実施。できた無農薬米を使い、学校でカレーライス、おにぎりを作り、それを食

することで、食育にもつなげることができた。 

 

３．中池見湿地の水生生物、陸生生物の調査及びアメリカザリガニの駆除活動の

実施。 

 

 中池見湿地の環境調査の一環として、中池見に生息する水生生物、陸生生物を

調査した。また、生態系を破壊するアメリカザリガニの駆除を年 3回実施した。 

 

４．気比の松原、敦賀市内の清掃奉仕活動。 

日本 3 大松原の一つである気比の松原海岸敦賀駅前、気比神宮近辺など、学年

ごとに分かれて、生徒、保護者、教員により清掃奉仕活動を１０月１５日に実施

し、環境保全に取り組んだ。 

 

５．不用品バザーの実施と環境保全団体への寄附の実施。 

在校生の保護者に生徒がちらしや案内文を作成、配布し、不用品を回収。会場

設営、値付け、賞味期限、不良品等の確認をし、バザーの案内、チラシの作成、
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配布、当日の販売、会計まで、生徒が主体となり実施。その収益金の一部を中池

見の環境保全に取り組んでおられる NPO 法人「中池見ねっと」に寄附し、地域交

流及び環境保全を図った。 

 

６．「つるが環境フェア」（11月 23日）にパネル展示として出展 

 

 つるが環境フェアに、中池見における水質調査、水生陸生生物調査、米作りな

どの活動報告を、パネル展示として出展し、環境活動の一環とした。 

 

７．敦賀市の名所等８箇所（気比神宮、西福寺等）について、日本語と英語によ

る手作りのパンフレットを作成し、本校の保護者及びＡＬＴの教員等に配布した。 

 

８．学習成果発表会 

 

 1年間を通して、班別に活動してきた内容について、各班パワーポイントとポス

ターを作成し、プレゼンテーションを行い、総括する。 

 

今後の展望 

 

 来年度以降は、研究内容、活動内容について、従来の学習テーマを継続、発展

させていくとともに、新たな活動についても実施していきたい。  
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

☑ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

☑ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


